
近年、大規模データの高速処理の実現、ディープラーニ
ング・人工知能技術等の発展、扱いやすいプラットフォー
ムの登場によって統計的にデータを解析することが再注目
されている。しかし、何らかの統計的数理モデルを構築す
ることは容易になった一方、構築されたモデルが有意義に
活用・運用されているわけではない。私はこれまで定量的
構造活性・物性相関、材料設計、製造プロセス等の様々な
種類のデータセットを対象にして、モデル構築およびモデ
ルの利活用、そして運用に関する研究を推進してきた。今
回はその研究成果として実用的な統計モデルを構築し、そ
れを運用するために必須となる３つの方法を紹介する。そ
して今後の統計モデルのあり方について参加者の皆様と議
論したい。
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